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施設の位置  

地域センター 

地域集会施設 

支所・住民窓口 

社会福祉施設 

保育所・幼稚園 

小学校・中学校 

市営住宅 

スポーツ施設 

その他 
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策定目的 

▼統廃合や転用、維持管理のあり方、   

 サービスの提供方法など、施設全体 

 のあり方を検討するための基礎的な 

 データを作成する。 

▼施設の実態を、市民に分かりやすく 

 伝え、市民との情報共有を図る。 

対象 

▼市有施設の中で、いわゆる「ハコモ 

 ノ」と呼ばれる177施設 

内容 

▼【本編】実態把握と分析を基本的な 

 柱とし、全体的な現状分析や将来的 

 な推計等を行っている。 

▼【別冊】各施設のコストや利用状況         

 等。各施設におけるデータベースと 

 して、毎年更新している。 

老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る 

築
30
年
超
の
施
設
５
割 

 

小
田
原
市
で
は
、
昭
和
30
～
50

年
代
に
か
け
て
人
口
の
増
加
な
ど
に

合
わ
せ
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
た
め
、
多
く
の
施
設
を
整
備
し

て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
現
在
も
現
役

で
使
用
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、
建

築
後
20
年
を
経
過
す
る
施
設
が
全

体
の
約
8
割
、
30
年
を
経
過
す
る

施
設
が
全
体
の
約
5
割
を
占
め
て

い
る
な
ど
、
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る

建
物
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
耐
震
化
施
設
は
平
成

26
年
2

月
現
在
で
38
施
設
あ
り
ま
す
。 

 
 

大
き
な
財
政
負
担 

集
中
す
る
修
繕
・更
新 

 
市
有
施
設
の
多
く
は
、
建
築
か
ら

か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る
た

め
に
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
、
建
物

や
設
備
の
修
繕
や
更
新
が
集
中
的

に
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
財
政
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
財
政
負
担
を
考
慮
す
る

と
、
施
設
の
統
廃
合
や
長
寿
命
化

を
視
野
に
入
れ
た
見
直
し
が
必
要
で

す
。 

修
繕
・
更
新
の
費
用 

毎
年
34
億
円
の
見
込
み 

 

施
設
白
書
で
は
、
対
象
施
設
（
１
７

７
施
設
）に
つ
い
て
、
今
後
30
年
間
の

将
来
的
な
修
繕
・更
新
費
を
、
約
１

０
１
４
億
円
（
年
度
平
均
で
約
34
億

円
）と
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
維
持
管
理
経
費
が
年
度
平

均
で
約
33
億
円
、
事
業
運
営
経
費

が
年
度
平
均
で
約
１
４
９
億
円
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
管
理

運
営
に
か
か
る
経
費
は
、
年
度
平
均

で
約
１
８
２
億
円
と
推
計
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
25
年
度
の
本
市

の
歳
出
額
（約
１
３
９
４
．
８
億
円
、

全
会
計
）の
約

13

％
に
相
当
し
ま

す
。 

 
 

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え 

施
設
の
あ
り
方
も
検
討
を 

 

今
後
は
、
地
域
活
動
の
た
め
の

拠
点
の
確
保
な
ど
の
支
援
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

動
向
も
踏
ま
え
て
、
施
設
及
び

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

『施
設
白
書
』か
ら
見
る 

市
有
建
築
物
の
現
状 

発行日：平成26年4月18日 

発行者：建築課施設計画係、行政管理課施設活用係 

築30年以上 

年度別の施設の整備状況（昭和30年以降）  

1
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たてもの保全活用通信  
市有建築物の現状、保全・管理のポイント、公共建築物に係る情報などをお知らせします。 

私
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
市
有
建
築
物
。
床
面
積
の
合
計
は

約
60
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
施
設
白
書
対
象
施
設
の
み
）
で
、
こ

れ
は
本
庁
舎
に
換
算
す
る
と
26
コ
分
に
も
な
り
ま
す
。
施
設
白

書
か
ら
、
こ
の
市
有
建
築
物
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（『小田原市施設白書』を基に作成） 

防
火
戸
が
作
動
せ
ず
、
火
災
に

よ
る
被
害
が
拡
大 

 

昨
年
１０
月
、
福
岡
市
の
整
形
外

科
で
、
死
傷
者
１５
名
の
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
火
災
で

は
、
防
火
戸
が
作
動
し
な
か
っ
た
こ

と
が
被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
の
防
火
戸
を
含
む

「防
火
設
備
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 防
火
設
備
は
隣
接
区
画
へ
の
延

焼
を
防
止
す
る
も
の 
  

建
物
は
、
火
災
時
に
延
焼
を
く
い

と
め
た
り
、
避
難
を
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
規
模
や
用
途
に
応
じ
て
建

物
内
を
区
画
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
区
画
間
の
開
口
部
に
設
置
し

て
延
焼
を
防
止
す
る
の
が
「防
火
設

備
」で
、
防
火
戸
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

な
ど
で
す
。
階
段
の
周
囲
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

防
火
戸
は
閉
め
て
お
く
、
閉
ま

る
よ
う
に
し
て
お
く 

  

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
防
火
戸
は
、

多
く
の
市
有
建
築
物
に
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、

火
災
時
に
煙
や
熱
を
感
知
し
て
閉

鎖
し
ま
す
（常
開
）。
防
火
戸
に
は
常

開
の
他
、
常
に
閉
め
て
お
く
も
の

（常
閉
）

じ

ょ
う

へ
い

が
あ
り
ま
す
。
火
災
時
に
こ

れ
ら
が
閉
ま
ら
な
い
と
、
煙
や
炎
が

勢
い
よ
く
拡
が
り
、
逃
げ
遅
れ
る
な

ど
被
害
が
拡
大
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

防
火
戸
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
る

場
所
に
物
を
置
く
こ
と
や
、
常
閉
の

防
火
戸
を
開
い
た
状
態
で
固
定
し
て

し
ま
う
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、
近
く
の
防
火
戸
等
に
つ
い

て
、
意
識
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

防
火
設
備 

保全コラム 

火災時 
閉まる 

常開の防火戸 

（『小田原市施設白書』を基に作成） 

築20年以上 

防火戸が閉まらないと 

煙などが勢いよく拡がり 

避難に支障が！ 

ぼ
う
か
ど 

本
庁
舎
の
階
段
や
廊
下
に
も
、
防
火
戸
や

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。 

じ
ょ
う
か
い 


